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【作品Ｎｏ．３８】 椿コットンの帽子

●出来上り寸法

●用意する毛糸（商品番号－色番号／商品名／数量）

●使用針（棒針編みの場合は、とじ針を準備してください。）

●編み方ポイント

カギ針　　４/０号　
●用具

リボン　幅３．７ｃｍ　長さ１０５ｃｍ
テクノロート　Ａ-２７５　０．７ｍｍを３ｍ

帽子・・・わの作り目で目を作り、細編みで図を参
照して編みます。最後の２段はテクノロートを入れ、
編みくるみながら細編みを編みます。（ブリムをし
っかりさせたい場合はもう少し手前の段から入れ
ます。）
リボン・・・リボンａをクラウンに巻き止めます。リ
ボンｂ・ｃでリボン形に作り、リボンａにとじつけま
す。

６０８-０７/椿コットン（４０ｇ玉巻）/９５ｇ　　

頭回り／５８ｍ　

●ゲージ（１０ｃｍ平方）

細編み　１８．５目×１８．５段
★ゲージは編み手により異なります。ゲージが合わない場合は
　針の号数を変えて編んでください。又はゲージを取り直しで
　編んでください。

●帽子編み方図

クラウン

毎段
（+8目）

毎段
（+6目）

（作り目）

（+6目）

33・・・108

18・・・108　
17・・・108
16・・・102　
15・・・102　
14・・・96　
13・・・90　
12・・・84
11・・・78
10・・・72
9・・・66　
8・・・60　
7・・・54
6・・・48
5・・・40
4・・・32　
3・・・24　
2・・・16　
1・・・8　

増減なし

増減なし

●クラウン

●ブリム

　　　　　　＝テクノロートを編みくるむ
（※ブリムをしっかりさせたい場合は
3～4段テクノロートを編みこみます）

●リボンの作り方

① ② ③

リボンａ

リボンａ

（ブリム）

（クラウン）

細編み

87.5ｃ（162目）

58ｃ（108目）

18ｃ
（33段）

8ｃ
（15段）

●出来上がり図

後立ち上がり

後立ち上がり

リボン幅3.7ｃ

リボンをクラウンに
巻きつけ重なりを
縫い止める

リボンをクラウンに
まつり付ける

表も一緒に縫い止める

裏
裏

縫い止める

※リボンと帽子本体の編み目を
　少しすくうようにまつり止める
　縫い目の間隔は広めにとる

※表にひびかないように
　リボンｂをすくって縫いとめる

ク
ラ
ウ
ン

毎段（+6目）

毎段（+6目）

毎段（+6目）

（+6目）

（+6目）

15・・・162
14・・・162
13・・・156
12・・・156
11・・・156
10・・・150
　9・・・150　
　8・・・144　
　7・・・138
　6・・・138
　5・・・132
　4・・・126　
　3・・・126　
　2・・・120　
　1・・・114　

増減なし

増減なし

増減なし

増減なし

増減なし

ブ
リ
ム

10

5

2

1

15

（162目）

（108目）

（114目）

6回繰り返す

（カギ針4/0号）

（カギ針4/0号）

わ

2

6

9

15

18

33

1

58ｃ

17ｃ

17ｃ

63ｃ

32ｃ

14ｃ

10ｃ

リボンｂ

リボンｂ リボンｂ

リボンｃ

リボンｃ

リボンａにリボンｃを
まつり付ける

ブ
リ
ム

� 
�


